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ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
業
績

　
　
　
―
多
領
域
活
動
へ
の
視
点
―

広 

瀬　

徹 

　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

私
は
四
年
前
か
ら
南
山
大
学
に
実
務
家
教
員
と
し
て
奉
職
し
、
講
義
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
赴
任
当

初
か
ら
気
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
こ
と
は
、
か
つ
て
本
学
の
学
長
を
務
め
ら
れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
先
生
が
、
経
営
史

を
専
門
領
域
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
し
か
も
日
本
経
営
史
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
優
れ
た
研
究
業
績
を
遺
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。
先
生
は
経
営
史
学
と
い
う
学
問
分
野
で
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
領
域
で
活
躍
さ
れ
た
方
で

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
全
体
像
を
捉
え
る
べ
く
、
本
学
内
に
保
管
・
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
を
探
索
い
た
し
ま
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の

作
業
報
告
で
あ
り
ま
す
。
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写真１）修道者ヒルシュマイヤー先生

写真２）テレビ番組に出演したヒルシュマイヤー先生

（写真１、２とも南山学園史料室所蔵）

（1970年11月14日 NHK教育テレビ『経営新時代：提言』より）



73

ヨハネス・ヒルシュマイヤーの業績
　

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ーJohannes H

irschm
eier

は
、
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
南
山
大
学
学
長
を
務
め
、
在

職
中
の
一
九
八
三
年
六
月
十
六
日
、
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
突
然
倒
れ
ら
れ
、
心
不
全
で
急
逝
さ
れ
た
。
南
山
大
学
に
は
二
十
五

年
以
上
在
籍
し
、
ま
た
学
長
職
在
任
期
間
も
十
年
以
上
に
及
ぶ
、
優
れ
た
研
究
者
で
あ
り
ま
た
教
育
者
で
も
あ
る
修
道
司
祭Father 

H
irschm

eier
、
そ
の
死
去
か
ら
四
半
世
紀
を
経
過
し
た
現
在
、
先
生
の
遺
さ
れ
た
数
々
の
「
業
績
」
を
、
ど
の
よ
う
に
収
集
保
存
・
分
類
・

評
価
す
べ
き
か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、
本
稿
は
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
先
生
の
遺
さ
れ
た
も

の
を
見
直
す
こ
と
が
、
業
績
再
評
価
の
契
機
と
も
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
、
可
能
な
限
り
多
角
的
な
思
考
を
と
っ
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。

Ⅰ　
「
業
績
」
に
関
す
る
基
本
情
報

（
一
）　

南
山
ブ
レ
テ
ィ
ン

　

南
山
ブ
レ
テ
ィ
ン
一
六
三
号
「
南
山
学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念
号
」
に
、
歴
代
学
長
を
紹
介
す
る
特
集
が
あ
り
、「
三
代
目
学
長

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
神
父
」
と
し
て
業
績
を
要
約
し
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
二
年
よ
り
三
代
目
学
長
に
就
任
し
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
経
営
学
部
教
授
は
、
創
立
以
来
の
「
キ
リ
ス
ト

教
的
」「
学
究
的
」
伝
統
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
南
山
大
学
の
国
際
化
を
推
進
、
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
対
外
的
に
南
山
の
独
自

性
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
部
だ
け
で
な
く
大
学
院
の
充
実
期
を
迎
え
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

　

七
二
年
の
文
学
研
究
科
仏
文
学
専
攻
博
士
課
程
の
設
置
に
は
じ
ま
り
、
経
営
学
研
究
科
経
営
学
専
攻
、
文
学
研
究
科
独
文
学
専

攻
、
神
学
専
攻
に
そ
れ
ぞ
れ
博
士
後
期
課
程
が
増
設
さ
れ
、
学
部
・
大
学
院
と
も
充
実
し
た
中
部
地
区
有
数
の
文
系
総
合
大
学
と



74

し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

八
二
年
に
は
南
山
学
園
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、
南
山
大
学
「
国
際
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
。
そ
の
当
時
で
は
最
新
の
設

備
を
持
つ
Ｌ
Ｌ
教
室
、
同
時
通
訳
の
養
成
に
も
使
用
で
き
る
視
聴
覚
特
別
教
室
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
Ｌ

棟
を
開
設
し
、
視
聴
覚
教
育
を
拡
充
さ
せ
る
と
と
も
に
、
帰
国
生
徒
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
中
部
地
区
初

と
な
る
外
国
人
留
学
生
別
科
の
設
立
や
海
外
の
大
学
と
学
生
交
換
協
定
の
締
結
な
ど
、よ
り
一
層
の
国
際
化
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
留
学
生
別
科
は
、
設
置
直
後
よ
り
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
諸
外
国
の
大
学
・
研
究
機
関
か
ら
積
極
的
な
関
心
が
寄

せ
ら
れ
、
南
山
大
学
の
名
を
世
界
に
示
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
二
）
南
山
学
園
七
十
五
年
史

　

南
山
学
園
の
五
十
年
史
で
あ
る
﹃
南
山
学
園
五
十
年
の
歩
み
﹄
で
は
、ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
に
関
す
る
個
別
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、

南
山
学
園
の
七
十
五
年
史
で
あ
る
﹃H

O
M

IN
IS D

IG
N

ITATI　

1932-2007　

南
山
学
園
創
立
7₅
周
年
記
念
誌
﹄
で
は
、
以
下
の
項
目

に
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。

①
外
国
人
留
学
生
別
科
（「
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
」）　

②
南
山
中
学
校
帰
国
子
女
特
別
学
級　
　
　
　

③
公
会
議
の
対
話
路
線
と
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
、
宗
文
研
設
立
の
意
義　

④
山
の
家

⑤
南
山
大
学
の
支
援
団
体
、
南
山
大
学
同
窓
会
・
友
の
会　

⑥
ロ
ゴ
ス
・
セ
ン
タ
ー

（
三
）
経
済
経
営
学
編
﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
教
授
追
悼
号
」（
一
九
八
四
年
六
月
）

　

一
九
八
四
年
当
時
、「
経
済
経
営
学
」の
編
集
で
発
刊
さ
れ
て
い
た﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄に
掲
載
さ
れ
た「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
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教
授
略
歴
・
業
績
」
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
経
歴
・
業
績
が
網
羅
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
略
歴
」
に
は
、
年
譜
と
「
主
な
役

職
」
が
含
ま
れ
、
業
績
は
、「
学
会
発
表
」「
著
書
」「
論
文
」「
新
聞
・
コ
ラ
ム
・
寄
稿
」「
講
演
」
の
項
目
で
分
類
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、

時
系
列
で
編
ま
れ
て
い
る
。（
い
く
つ
か
の
誤
記
が
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
訂
正
は
必
要
と
な
る
。）

　

こ
の
記
録
の
基
と
な
る
原
資
料
は
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
レ
ポ
ー
ト
用
箋
に
手
書
き
で
ま
と
め
た
デ
ー
タ
で
あ
り
、
学
園
史
料
室
に

保
存
さ
れ
て
い
る
。　

　
　
　

Ⅱ　

そ
の
他
基
本
情
報
の
所
在

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
遺
し
た
も
の
、
お
よ
び
関
連
す
る
基
本
的
な
情
報
は
、
前
記
Ⅰ
項
で
触
れ
た
刊
行
物
の
記
述
内
容
以
外
に
、

学
園
史
料
室
・
大
学
図
書
館
・
宗
教
文
化
研
究
所
・
学
長
室
に
、
分
散
、
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
（
神
言
神
学
院
図
書
館
、
神
言
修
道
会
管
区
セ
ン
タ
ー
資
料
室
に
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
個
人
の
資
料
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、

神
言
神
学
院
発
行
の
雑
誌
﹃
ガ
ブ
リ
エ
ル
﹄
に
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
寄
稿
エ
ッ
セ
イ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）

（
一
）
学
園
史
料
室

　

学
園
史
料
室
に
最
も
多
く
の
資
料
が
、
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
使
用
し
て
い
た
書
類
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
、
横
向
き
に
保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
を
、
配
列
順
序
を
崩
さ
ず
、
ス

テ
ィ
ー
ル
書
棚
に
縦
向
き
に
配
架
し
て
い
る
。

　

リ
ヒ
ト
・
フ
ァ
イ
ル
で
整
理
さ
れ
て
い
る
原
資
料
が
、
計
十
三
個
の
フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
（
紙
製
）
に
「
学
外
活
動
」
と
「
原
稿
」
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と
い
う
大
分
類
で
収
納
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
手
稿
が
数
多
く
遺
さ
れ
、
論
文
用
準
備
草
稿
、
講
演
レ
ジ
メ
な
ど
貴
重
な
資
料
が
存
在
す
る
。
特
に

一
九
七
九
年
発
刊
さ
れ
た
小
冊
子
﹃
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
﹄
を
執
筆
す
る
際
に
準
備
し
た
草
稿
や
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
宗
教
関

連
の
草
稿
な
ど
は
大
切
に
保
管
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

論
文
・
エ
ッ
セ
イ
執
筆
に
関
連
す
る
参
考
資
料
が
フ
ァ
イ
ル
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
・
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
　

R
eligion

・D
ignity

・H
om

inus D
ignitas

・M
arxism

－C
hristian

・C
hristm

as letter

　
　

B
usiness H

istory

・Japanese B
usiness H

istory

・U
.S. B

usiness H
istory 

・N
ew

 Industry State

・K
indai

　
　

Society and B
usiness

・Social Ethics

　
　

Education

・M
enschenbild(ung) 

　

宗
教
・
経
営
史
・
社
会
倫
理
・
教
育
と
い
う
四
つ
の
分
野
に
わ
た
る
項
目
で
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
業
績
・
経
歴
関
連
の
資
料
と
し
て
、AK

A
D

EM
ISC

H
E  A

K
TIV

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
。ヒ
ル
シ
ュ

マ
イ
ヤ
ー
の
指
示
の
下
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
Ａ
４
レ
ポ
ー
ト
用
箋
（
罫
線
入
り
）
に
隔
行
で
記
述
し
た
、
詳
細
な
資
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。
前
記
﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄
掲
載
の
「
略
歴
と
業
績
」
は
、
こ
の
資
料
を
元
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
の
構
成
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
　

①
著
書
・
論
文
・
寄
稿
（
六
ペ
ー
ジ
）

　
　

②
講
演
・
学
会
発
表
そ
の
他
（
十
七
ペ
ー
ジ
）

　
　

③
講
演
タ
イ
ト
ル
集
（
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
）



77
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④A
cadem

ic R
ecords

　
　

⑤
履
歴
書

ま
た
「
学
外
活
動
」
の
各
組
織
・
団
体
役
職
関
連
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
、Engagem

ent

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前
期
﹃
ア

カ
デ
ミ
ア
﹄
資
料
に
列
記
さ
れ
た
事
項
以
外
に
も
就
任
し
た
役
職
は
存
在
す
る
の
で
、
経
歴
記
述
に
完
璧
を
期
す
に
は
点
検
・
補
充
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
新
聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
・
記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
逝
去
時
の
新
聞
記
事
、
論
文
・

記
事
掲
載
の
書
籍
・
雑
誌
の
一
部
が
保
存
・
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

再
整
理
す
る
前
に
、
そ
の
ま
ま
の
順
番
で
資
料
に
整
理
番
号
を
付
与
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
保
存
の
状
況
は
、
現
段
階
で

は
良
好
で
あ
り
、
当
初
の
段
階
で
の
分
類
整
理
、
ま
た
学
園
史
料
室
で
の
分
類
保
管
を
担
当
さ
れ
た
方
々
の
ご
努
力
は
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　

学
園
史
料
室
に
あ
っ
て
、
前
記
﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
と
し
て
は
、
学
生
文
化
活
動
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
学
内
活
動
と
し
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
分
野
で
あ
る
の
で
、
項
目
を
次
に
付
記
す
る
。

　

学
内
学
生
文
化
活
動
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
女
声
合
唱
団
、
メ
イ
ル
ク
ワ
イ
ア
、
野
外
劇
グ
ル
ー
プ
（｢

受
難
劇｣

）、
上
南
定
期
戦
、

応
援
団
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
る
い
は
檄
文
、
定
期
刊
行
物
﹃
南
山
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
﹄
へ
の
寄
稿

（
二
）　

大
学
図
書
館
・
三
宅
文
庫

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
蔵
書
の
多
く
は
、
大
学
図
書
館
二
階
の
「
三
宅
文
庫
」
内
に
移
管
・
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
三
宅
文
庫
は
、
東

海
銀
行
会
長
三
宅
重
光
氏
（
当
時
）
の
篤
志
に
よ
り
、
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
八
三
年
に
か
け
て
準
備
・
開
設
さ
れ
た
、
経
済
・
経
営
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関
連
書
籍
を
中
心
と
し
た
蔵
書
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
寄
付
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
大
学
図
書
館
栗
山
課
長
に
お
調
べ
い
た
だ
い
た

結
果
に
よ
る
と
、
一
九
八
三
年
度
三
宅
文
庫
開
設
時
に
、「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
文
庫
」
よ
り
一
七
二
九
冊
の
寄
贈
が
あ
っ
た
、
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
文
庫
」
目
録
は
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
三
宅
文
庫
所
蔵
書
の
内
、
ど

れ
が
「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
文
庫
」
か
ら
の
寄
贈
書
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
逐
一
調
べ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

寄
贈
さ
れ
た
一
七
二
九
冊
の
行
方
を
す
べ
て
探
る
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て
は
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い
る

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
著
作
本
の
中
に
は
、
見
返
し
に
「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
文
庫
」
と
い
う
文
字
が
記
載
さ
れ
た
図
書
請
求
ラ
ベ
ル

が
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
三
宅
文
庫
内
で
の
「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
文
庫
」
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
ま
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
自
身
の
書
き
込
み
が
残
さ
れ
た
書
籍
も
、
何
点
か
存
在
す
る
の
で
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
貴
重

な
資
料
と
な
り
う
る
の
で
、
保
管
に
は
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

（
三
）　

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
生
前
の
蔵
書
の
内
、K

arl M
arx

お
よ
びC

om
m

unism

関
連
の
英
語
書
籍
が
宗
文
研
に
寄
贈
さ
れ
、
資
料
室
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
版
の＂C

apital ＂

（M
oscow

 Progress Publishers

）、一
九
七
一
年
版
の＂K

arl M
arx Library ＂

（M
cG

raw
 

H
ill

）
を
初
め
と
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
著
作
集
や
共
産
主
義
関
連
の
論
文
集
も
含
ま
れ
て
お
り
、
数
点
に
は
ヒ
ル
シ
ュ

マ
イ
ヤ
ー
の
書
き
込
み
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）　

学
長
室
・
大
学
史
料
室

　

学
長
室
に
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
逝
去
時
の
葬
儀
関
連
の
情
報
中
心
に
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
が
保
管
さ
れ
、
大
学
史
料
室
に
は
学
内
刊
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行
物
中
心
の
所
蔵
が
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
履
歴
に
つ
い
て

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
履
歴
・
略
歴
に
つ
い
て
は
、
資
料
出
所
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
様
式
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ

イ
ヤ
ー
の
活
動
を
よ
り
実
態
的
に
捉
え
る
た
め
、
従
来
の
年
次
ご
と
の
羅
列
的
な
履
歴
で
は
な
く
、
そ
の
生
涯
を
四
つ
の
時
期
に
区
切

り
、
以
下
の
よ
う
に
年
代
に
よ
る
画
期
を
試
み
る
。

①
来
日
以
前
（
一
九
二
一
～
一
九
五
二
）

　

幼
少
年
期
、
来
日
以
前
の
青
年
期
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
豊
富
で
は
な
い
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
が
毎
日
新
聞
に
連
載
し
た
エ
ッ
セ

イ
（
一
九
七
四
年
十
月
～
十
一
月
）
が
、「
自
伝
」
と
し
て
遺
る
も
の
で
あ
る
。
履
歴
の
中
で
は
、
今
後
の
資
料
探
索
が
必
要
と
さ
れ

る
部
分
で
あ
る
。

②
来
日
か
ら
日
米
間
往
復
時
期
（
一
九
五
二
～
一
九
六
〇　

八
年
間　

三
十
才
代
）

　

一
九
五
二
年
六
月
の
来
日
か
ら
、
一
九
六
〇
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
博
士
号
取
得
ま
で
の
、
教
育
期
間
で
あ
る
。
東
京
の
日
本
語

学
校
に
お
け
る
日
本
語
習
得
、
神
言
会
修
道
院
で
の
神
父
経
験
、
一
九
五
四
年
か
ら
の
渡
米
・
留
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
経

済
学
・
経
済
史
専
攻
、一
九
五
七
年
帰
日
後
の
東
京
大
学
研
究
生
時
代
、ハ
ー
バ
ー
ド
に
戻
っ
て
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
る
時
期
で
あ
る
。

③
南
山
大
学
赴
任
か
ら
学
長
就
任
ま
で
（
一
九
六
〇
～
一
九
七
二　

十
二
年
間　

四
十
才
代
）

　

一
九
六
〇
年
四
月
経
済
学
部
講
師
と
し
て
正
式
に
赴
任
し
、
研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
活
動
す
る
時
期
を
経
て
、
一
九
六
七
年
教
授

昇
任
後
、
対
社
会
活
動
、
学
外
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
学
園
理
事
、
学
長
補
佐
、
副
学
長
と
し
て
学
内
業
務
に
も
精
通
し
て
い
く
過
程
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で
あ
る
。
主
要
研
究
著
作
は
、
こ
の
時
期
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

④
学
長
と
し
て
の
活
動
期
（
一
九
七
二
～
一
九
八
三
年　

十
一
年
間　

五
十
・
六
十
才
代
）

　

教
育
者
・
修
道
者
と
し
て
学
内
・
学
外
の
双
方
で
、
活
動
が
全
面
的
に
展
開
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
特
に
学
外
活
動
と
し
て
、
社
会

的
に
意
義
あ
る
言
説
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
積
極
的
な
行
動
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
包
括
的
な
資
料
収
集
・
整
理
作
業
を
基
礎
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
履
歴
を
再
整
理
・
確
定
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

Ⅳ　

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
蓄
積

　　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
遺
業
を
考
察
す
る
際
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
彼
に
影
響
を
受
け
た
方
々
ま
た
彼
に
影
響
を
与
え
た
あ
る

い
は
彼
を
支
え
た
方
々
と
の
間
の
影
響
過
程
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
彼
と
関
係
さ
れ
た
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
聞

き
書
き
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
蓄
積
が
必
要
と
な
る
。

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
が
遺
し
た
資
料
を
分
類
・
保
存
す
る
際
、
そ
の
作
業
を
担
わ
れ
た
松
風
誠
人
氏
、
滝
田
慎
吉
氏
は
、
お
二
人
と

も
平
成
六
年
に
他
界
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
秘
書
と
し
て
永
年
務
め
ら
れ
た
加
藤
し
づ
氏
は
、
現
在
ご
病
気
療
養

中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

学
内
に
在
籍
し
、ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
と
深
く
関
係
さ
れ
た
教
職
員
、ま
た
他
大
学
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ
る
い
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
記
録
す
る
作
業
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

今
般
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
生
前
ご
親
交
が
深
く
、
葬
儀
で
は
友
人
代
表
と
し
て
弔
辞
を
奉
読
さ
れ
た
由
井
常
彦
先
生
（
現
財
団

法
人
三
井
文
庫
常
務
理
事
・
文
庫
長
）
と
の
面
談
が
叶
い
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
由
井
先
生
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
と
の
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共
著
﹃
日
本
の
経
営
発
展
﹄
を
刊
行
さ
れ
、
研
究
・
学
問
上
で
の
共
同
作
業
を
遂
行
さ
れ
る
中
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
修
道
者
と

し
て
の
人
間
性
に
も
触
れ
ら
れ
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
を
崇
敬
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
で
あ
る
。
由
井
先
生
の
お
話
を
記
録
し
て
お

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

Ⅴ　

研
究
業
績
へ
の
視
角

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
「
業
績
」
を
俯
瞰
す
る
際
、
研
究
業
績
を
専
門
研
究
分
野
内
に
留
め
る
こ
と
は
、
彼
の
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
活
動
領
域
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
研
究
者
・
教
育
者
・
修
道
者
・
唱
導
者
と
い
う
多
面
的
な
領
域
を
前
提
と
し
て
、
業
績
を
整
理
・
再

分
類
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
一
）　

専
門
学
問
領
域
に
お
け
る
研
究
業
績

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
が
「
日
本
経
営
史
」
と
い
う
領
域
に
お
い
て
、
最
初
に
「
日
本
経
営
通
史
」
を
発
表
し
、
学
際
的
な
研
究
方
法

を
積
極
的
に
採
り
入
れ
、
価
値
体
系
と
経
営
と
の
関
係
を
説
き
起
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
発
表
当
時
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
現
在
に
お
い
て
彼
の
文
献
は
、
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
発
表
論
文
・
著

作
に
関
す
る
他
研
究
者
の
評
価
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
資
料
と
し
て
収
集
し
、
保
管
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

他
研
究
者
の
評
価
例
と
し
て
二
点
を
、
以
下
に
記
載
し
て
お
く
。

①
間
宏
著
「The D

evelopm
ent of Japanese B

usiness,1600

－1973

に
つ
い
て
」（﹃
経
営
史
学
﹄　

第
十
一
巻　

第
三
号
）

②
宮
本
又
郎
他
著
﹃
日
本
経
営
史　

江
戸
時
代
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
﹄（
有
斐
閣　

二
〇
〇
七
年
十
月
）「
明
治
前
期
の
企
業
家
の
特
質
」
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の
項
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
説
を
「
特
定
の
階
層
で
は
な
く
複
数
の
階
層
に
ま
た
が
る
限
界
領
域
の
出
身
者
の
重
要
性
を
説
く
見

解
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

（
二
）　

大
学
の
理
念
構
築
・
大
学
の
事
業
創
出
に
関
連
し
た
手
稿
の
発
見
・
整
理

　

一
九
七
九
年
九
月
南
山
大
学
長
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
名
で
刊
行
さ
れ
た
﹃
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に　

H
O

M
IN

IS D
IG

N
ITATI

﹄
は
、

神
言
会
の
宗
教
的
理
念
と
融
合
さ
せ
な
が
ら
構
築
さ
れ
た
大
学
の
教
育
理
念
で
あ
る
。
学
園
史
料
室
に
遺
さ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー

の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
は
、
理
念
形
成
の
思
考
過
程
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
手
稿
も
存
在
す
る
。
ま
た
大
学
が
推
進
し
た
各
種
事
業
に
つ

い
て
も
、
事
業
創
出
に
関
連
す
る
ア
イ
デ
ア
を
書
き
留
め
た
資
料
も
散
見
す
る
の
で
再
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
宗
教
関
係
の
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
手
稿
も
解
読
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

（
三
）　

講
演
活
動
の
中
で
構
成
さ
れ
る
理
念
体
系
と
分
析
視
角
の
蓄
積

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
は
、夥
し
い
数
の
講
演
を
生
前
行
っ
て
い
る
。
各
講
演
に
際
し
、彼
は
個
別
に
手
書
き
で
講
演
レ
ジ
メ
（
ア
ジ
ェ

ン
ダ
）
を
作
成
し
て
い
た
。
日
本
人
聴
衆
に
対
し
日
本
語
で
発
語
し
て
行
う
講
演
で
あ
る
の
で
、
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ロ
ー
を
英
語
で
記
述

し
て
お
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。
講
演
内
容
が
刊
行
物
に
収
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
数
少
な
い
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
、
こ
れ

ら
レ
ジ
メ
集
が
内
容
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

　

遺
さ
れ
た
資
料
の
中
か
ら
、
彼
が
構
成
し
よ
う
と
し
た
理
念
の
体
系
、
お
よ
び
論
点
の
分
析
視
角
を
探
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ヒ

ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
講
演
活
動
は
、
形
成
過
程
に
あ
る
理
念
を
社
会
的
に
公
開
し
、
そ
の
有
効
性
を
診
断
す
る
活
動
と
も
言
え

る
で
あ
ろ
う
。



83

ヨハネス・ヒルシュマイヤーの業績
　

単
独
の
講
演
だ
け
で
は
な
く
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
は
数
多
く
の
対
談
・
鼎
談
も
行
っ
て
い
た
。
対
談
・
鼎
談
に
よ
っ
て
、
対
話
者

と
の
繋
が
り
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
対
話
者
の
談
話
か
ら
知
的
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
定
ま
っ
た
構
想
と
は

な
っ
て
い
な
い
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
、
対
話
者
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
は
、
日
本
人
の

発
想
様
式
を
積
極
的
に
学
び
取
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

（
四
）　

現
代
文
化
を
批
評
し
た
エ
ッ
セ
イ

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
は
、
新
聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
・
コ
ラ
ム
記
事
も
数
多
く
遺
し
て
い
て
、
現
代
日
本
文
化
を
テ
ー

マ
に
文
明
批
評
・
文
化
批
評
を
行
っ
て
い
る
。
主
な
連
載
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
中
日
新
聞
連
載
「
紙
つ
ぶ
て
」（
一
九
七
四
年
一
月
～
六

月　

全
二
十
三
回
）、
毎
日
新
聞
連
載
「
日
本
文
化
論
」（
一
九
七
四
年
十
月
～
十
一
月　

全
十
四
回
）、
東
洋
経
済
連
載
「
ニ
ッ
ポ
ン

時
評
」（
一
九
七
六
年　

全
九
回
）、
毎
日
新
聞
連
載
「
視
点
」（
一
九
七
七
年
一
月
～
三
月　

全
十
三
回
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
単

発
の
寄
稿
エ
ッ
セ
イ
が
多
数
存
在
す
る
。
前
記
﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄
の
分
類
で
は
、「
論
文
」
の
項
目
に
整
理
さ
れ
て
い
る
文
章
の
中
に
も
、

エ
ッ
セ
イ
と
呼
ぶ
方
が
妥
当
で
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

外
国
人
に
と
っ
て
日
本
の
「
随
筆
・
エ
ッ
セ
イ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
特
異
か
つ
魅
力
的
な
領
域
と
思
え
る
よ
う
で
あ
り
（
注
）、

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
は
こ
の
文
芸
形
態
を
採
っ
て
、
日
本
人
に
馴
染
み
や
す
い
よ
う
、
文
化
批
評
・
文
化
批
判
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

継
続
的
に
発
信
し
て
い
た
。﹃
ふ
だ
ん
着
の
ニ
ッ
ポ
ン
経
済
﹄（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社　

一
九
八
一
年
）が
、代
表
的
な
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。

　
（
注
）　

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
外
国
人
で
日
本
文
学
研
究
家
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
リ
ガ
ス
（
一
九
三
七
～

二
〇
〇
三
）
が
、
雑
誌
﹃
文
学
﹄（
一
九
九
二
年
七
月
号　

岩
波
書
店
刊
）
の
対
談
で
、
日
本
の
近
代
随
筆
に
つ
い
て
、
果
敢
に

問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
が
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
形
式
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
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と
を
推
測
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅵ　

研
究
業
績
お
よ
び
関
連
情
報
の
分
類

　

基
本
情
報
で
あ
る
、﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄
所
収
の
「
業
績
」
リ
ス
ト
（
以
下
「
ア
カ
デ
ミ
ア
・
リ
ス
ト
」
と
呼
ぶ
）
と
学
園
史
料
室
の
資
料
を
、

比
較
考
察
し
な
が
ら
、
個
々
の
ジ
ャ
ン
ル
に
関
す
る
論
点
を
述
べ
る
。

（
一
）　

研
究
著
作

　
「
ア
カ
デ
ミ
ア
・
リ
ス
ト
」
の
内
、＜

学
会
発
表＞

と＜

著
書＞

、
お
よ
び＜

論
文＞

の
内
、
学
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
発
表
さ
れ
た
研

究
論
文
を
包
含
し
、「
研
究
著
作
」
と
呼
ぶ
。

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
研
究
著
作
の
中
で
画
期
的
な
研
究
書
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六
五
年
翻
訳
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
﹃
日

本
に
お
け
る
企
業
者
精
神
の
生
成
﹄
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
お
い
て
作
成
し
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ

提
出
し
た
博
士
論
文
が
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
年
後
、
一
九
六
六
年
十
一
月
の
経
営
史
学
会
に
お
い
て
論
文
「
経
済
発
展
に
関

す
る
企
業
者
精
神
の
問
題
」
が
発
表
さ
れ
る
。
一
九
六
四
年
以
前
に
、
学
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
発
表
し
た
論
考
に
は
、
経
済
発
展
あ
る
い

は
発
展
段
階
説
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
理
論
形
成
に
は
、
経
済
発
展
の
理
論
評
価
、
企
業
者
精
神
の
生
成
過
程
分
析
、
経
営
史
の
通
史
的
記
述
と

い
う
三
つ
の
研
究
課
題
に
よ
る
方
向
づ
け
が
、
当
初
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
価
値
体
系
と
経
済
・
経
営
の
関
係
と
い
う
論
点
は
、

一
九
七
一
年
以
降
の
発
表
論
文
に
顕
著
に
表
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
著
作
物
の
分
類
も
、
こ
れ
ら
四
つ
の
観
点
か
ら
再
整
理
す
る
こ
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と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
作
業
過
程
で
、
理
論
形
成
の
初
期
段
階
に
お
け
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
影
響
、
初
期
の
渋
沢
栄
一
研
究
が

企
業
者
精
神
生
成
の
分
析
に
与
え
た
影
響
な
ど
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
初
期
研
究
活
動
に
関
す
る
資
料
も
補
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
一
九
六
四
年
十
一
月
設
立
さ
れ
た
経
営
史
学
会
に
お
け
る
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
業
績
評
価
に
つ
い
て
は
、
学
会
会
員
か
ら

の
情
報
に
よ
っ
て
補
足
す
べ
き
面
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
主
要
著
作
：

1961　
「
経
済
発
展
の
た
め
の
企
業
家
供
給
」（
北
野
利
信
訳　
﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄
通
号
32
）

1963　
「
経
済
発
展
は
自
由
市
場
体
制
に
よ
る
べ
き
か
中
央
計
画
に
よ
る
べ
き
か
」（
北
野
利
信
訳　
﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
﹄
通
号
36
）

1964　

The O
rigins of Entrepreneurship in M

eiji Japan

（H
arvard U

niversity Press

）

1965　
﹃
日
本
に
お
け
る
企
業
者
精
神
の
生
成
﹄（
土
屋
喬
雄
・
由
井
常
彦
訳　

東
洋
経
済
新
報
社
）

1965　

Shibusaw
a Eiichi: Industrial Pioneer in The State and Econom

ic Enterprise in Japan, Princeton

1971　
「
文
化
的
価
値
と
工
業
化
の
論
理
」（
大
橋
吉
久
訳　
﹃
経
営
史
学
﹄
第
５
巻
３
号
）

1975　

The D
evelopm

ent of Japanese B
usiness 1600-1973

（G
eorge A

llen &
 U

nw
in Ltd.

）

1975　
「
江
戸
時
代
の
価
値
体
系
と
ビ
ジ
ネ
ス
」（
第
10
回
経
営
史
学
会
大
会
で
の
由
井
常
彦
と
の
共
同
発
表　
﹃
経
営
史
学
﹄
第
10
巻

１
号
）

1977　
﹃
日
本
の
経
営
発
展　

近
代
化
と
企
業
経
営
﹄（
由
井
常
彦
と
の
共
著　

東
洋
経
済
新
報
社
）

1981 　

The D
evelopm

ent of Japanese B
usiness 1600-1980

（G
eorge A

llen &
 U

nw
in Ltd.

）
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（
二
）　

著
作
草
稿

　

学
園
史
料
室
に
は
、
著
作
執
筆
に
際
し
て
の
草
稿
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
草
稿
と
完
成
論
文
と
の
異
同
に
つ
い
て
把
握
す
る
に

は
、
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
宗
教
関
連
の
論
考
を
執
筆
時
、
あ
る
い
は
そ
の
準
備
の
た
め
に
書
き
残
し
た
メ
モ
も
存
在
す
る
。

（
三
）　

教
育
に
関
す
る
論
考

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
大
学
教
育
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
教
育
論
は
、﹃
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に　

H
O

M
IN

IS D
IG

N
ITATI

﹄
の
中

で
詳
し
く
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
新
聞
へ
の
寄
稿
記
事
と
し
て
も
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
教
育
論

を
、
体
系
と
し
て
構
造
的
に
捉
え
直
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
寄
稿
記
事
も
視
野
に
い
れ
た
再
構
成
が
必
要
と
な
る
。

（
四
）　

エ
ッ
セ
イ
（
随
筆
）

　

エ
ッ
セ
イ
は
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

　
　

日
本
お
よ
び
日
本
文
化
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ

　
　

教
育
論

　
　

経
済
時
評

　

エ
ッ
セ
イ
を
貶
価
的
に
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
著
作
と
等
価
的
に
位
置
づ
け
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
遺
業
の
重
要

な
部
分
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

（
五
）　

講
演
お
よ
び
講
演
草
稿
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ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
中
部
・
東
海
地
域
を
中
心
と
し
た
講
演
活
動
は
、
年
次
別
に
以
下
の
よ
う
な
回
数
と
な
っ
て
い
る
。（「
ア
カ

デ
ミ
ア
・
リ
ス
ト
」
を
も
と
に
集
計
）

　
　

1967　
  

3
回　
　

1968　

4
回　
　

  1970　
　

 

2
回　
　

1971　
　

 

1
回　
　

1972　
　

3
回

　
　

1973　

  
5
回　
　

1974　

16
回　
　

  1975　
　

 

17
回　
　

1976　
　

 

10
回　
　

1977　
　

23
回

　
　

1978　

  

18
回　
　

1979　

国
内　

32
回　
　

海
外　

5
回　
　

1980　
　

  

37
回

　
　

1981　

  

31
回　
　

1982　

30
回

　

こ
の
夥
し
い
数
の
講
演
を
、
時
系
列
だ
け
で
は
な
く
、
講
演
会
主
催
者
で
あ
る
学
外
組
織
と
の
社
会
的
関
係
に
従
っ
て
、
分
類
し
直

す
作
業
は
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
回
数
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
鼎
談
・
対
談
へ
の
参
加
・
出
席
が
含
ま
れ
て
い
る
。
学
外
有
識
者
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

か
た
ち
づ
く
る
の
に
有
効
な
機
会
で
あ
る
の
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
者
、
鼎
談
・
対
談
の
対
話
者
に
つ
い
て
の
情
報
も
、
デ
ー
タ
と

し
て
記
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

前
記
の
数
字
に
は
含
め
て
い
な
い
放
送
メ
デ
ィ
ア
へ
の
出
演
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
九
年
八
月
か
ら
一
九
八
二
年
十
月
ま
で
の
間
、

N
H

K

総
合
、N

H
K

教
育
の
両
局
制
作
を
中
心
と
す
る
経
済
・
教
育
に
関
す
る
番
組
数
が
、
十
七
回
を
数
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
番
組
に

つ
い
て
は
、
番
組
表
の
新
聞
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
テ
レ
ビ
に
登
場
す
る
こ
と
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
知
名
度
を
上
げ
、
結
果
と
し
て
南
山
大
学
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
え
る
。

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
生
涯
に
お
い
て
、
特
に
一
九
七
九
年
以
降
、
毎
年
の
講
演
回
数
が
三
十
回
を
超
え
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
肉

体
に
か
な
り
の
負
担
を
与
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
学
外
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
健
康
に
よ
り
慎
重
に
留
意
し
て
お
け
ば
、
急
逝
は
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避
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
六
）　

学
内
に
お
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
は
、
学
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
あ
る
い
は
上
南
戦
に
対
し
て
も
、
激
励
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

た
。「
業
績
」
の
中
に
含
め
る
に
は
、馴
染
ま
な
い
内
容
か
も
し
れ
な
い
が
、教
育
業
績
の
部
分
と
し
て
記
録
に
留
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
構
築
さ
れ
た
大
学
の
理
念
を
、
機
会
あ
る
ご
と
に
学
生
に
伝
え
て
い
っ
た
活
動
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
収
集
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
。

（
七
）　

死
去
・
葬
儀
関
連
情
報　

　

大
学
葬
、
死
亡
広
告
、
新
聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
追
悼
文
に
つ
い
て
は
、
学
長
室
、
学
園
史
料
室
の
双
方
に
資
料
が
保
管
さ
れ
て

い
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
人
柄
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
偲
ぶ
手
が
か
り
と
な
る
情
報
で
あ
る
。
ま
た
逝
去
後
に
記
念
事
業
と
し
て

施
行
さ
れ
た
記
念
植
樹
・
記
念
館
（
L
棟
）
建
設
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
、
学
内
広
報
紙
﹃
南
山
﹄
な
ど
で
追
補
で
き
る
。
な
お
ヒ
ル

シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
墓
所
は
、
神
言
会
多
治
見
修
道
院
の
墓
地
に
あ
る
。

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
と
親
交
の
深
か
っ
た
、
学
内
の
三
人
の
先
生
方
が
寄
稿
さ
れ
た
追
悼
文
は
、
永
く
記
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

Jam
es W

. H
eisig

氏
（
現
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
教
授
）＂In M

em
oriam ＂

 N
anzan B

U
LLETIN

 N
o.7 1983

　

中
村　

精
氏
（
当
時
経
営
学
部
教
授
）「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
と
学
問
」　
﹃
南
山
﹄
第
65
号　

昭
和
58
年
７
月
１
日

　

長
坂
源
一
郎
氏
（
当
時
学
長
補
佐
）「
ゆ
か
た
が
け
の
神
父
―
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
思
い
出
」
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
死
去
の
翌
年
、

中
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
（
一
九
八
四
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
四
月
十
一
日
ま
で
全
三
十
一
回
）
は
、
新
聞
連
載
と
い
う
形
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式
を
借
り
た
伝
記
で
あ
る
。
毎
回
千
字
程
度
の
長
さ
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
っ
た
。
各
回
の
タ
イ
ト
ル
（
以
下
に
記
す
）
を
辿
る
だ
け
で
も
、

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
軌
跡
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

①　

は
じ
め
に
―
深
い
信
仰
、
温
か
い
人
柄　
　

②　

最
期
―
内
輪
の
祈
り
に
多
く
の
人

　
　

③　

童
心
―
経
験
で
鍛
え
た
純
な
魂　
　
　
　
　

④　

別
れ
―
途
絶
え
ぬ
会
葬
者
の
列

　
　

⑤　

週
末
別
荘
―
手
弁
当
で
学
生
の
家　
　
　
　

⑥　

出
家
―
町
中
に
あ
っ
て
﹃
働
く
﹄

　
　

⑦　

ヒ
ル
ち
ゃ
ん
―
身
近
な
懐
か
し
い
人　
　
　

⑧　

一
通
の
手
紙
―
二
十
人
兄
弟
の
末
っ
子

　
　

⑨　

し
つ
け
―
厳
格
な
母
に
教
わ
る　
　
　
　
　

⑩　

故
国
―
通
信
兵
と
し
て
前
線
へ

　
　

⑪　

努
力
家
―
一
年
で
日
本
語
の
説
教　
　
　
　

⑫　

猛
勉
―
ハ
ー
バ
ー
ド
で
学
ぶ

　
　

⑬　

広
い
視
野
―
日
本
文
化
の
神
髄
学
ぶ　
　
　

⑭　

義
理
人
情
―
い
つ
も
心
配
り
細
や
か

　
　

⑮　

い
ど
む
―
企
業
者
の
役
割
を
解
明　
　
　
　

⑯　

日
本
人
の
血
―
危
篤
を
救
っ
た
輸
血

　
　

⑰　

大
学
紛
争
―
信
念
持
ち
学
生
と
対
話　
　
　

⑱　

ナ
ゴ
ヤ
―
世
界
中
か
ら
留
学
生

　
　

⑲　

美
と
心
と
―
桂
離
宮
に
日
本
を
見
る　
　
　

⑳　

上
南
戦
―
服
の
ま
ま
プ
ー
ル
に

　
　

㉑　

八
琴
会
―
隣
組
が
大
学
を
応
援　
　
　
　
　

㉒　

宗
教
文
化
―
多
く
の
財
界
人
が
理
解

　
　

㉓　

ド
ラ
フ
ァ
ン
―
名
古
屋
に
強
い
愛
郷
心　
　

㉔　

励
ま
す
―
授
業
や
研
究
を
大
切
に

　
　

㉕　

後
継
者
―
心
く
だ
き
育
て
、
招
く　
　
　
　

㉖　

国
際
化
―
外
国
人
と
共
同
の
村
を

　
　

㉗　

人
間
と
し
て
―
精
神
的
価
値
の
回
復
探
る　

㉘　

募
金
活
動
―
国
際
交
流
の
拠
点
め
ざ
す

　
　

㉙　

体
の
不
調
―
募
金
な
ど
で
疲
労
重
な
る　
　

㉚　

中
日
文
化
賞
―
死
の
三
週
間
前
に
受
賞

　
　

㉛　

路
上
の
死
―
神
の
意
に
従
い
日
本
で
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（
八
）　

団
体
・
機
関
の
役
職
就
任
と
募
金
活
動
に
関
す
る
資
料

　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、個
々
に
フ
ァ
イ
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、学
園
史
料
室
の
保
存
資
料
に
よ
っ

て
、
そ
の
詳
細
が
把
握
で
き
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
資
質
が
幅
広
い
業
種
・
組
織
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

彼
は
役
職
就
任
を
、
南
山
大
学
に
対
す
る
学
外
の
理
解
を
向
上
さ
せ
る
機
会
と
し
て
捉
え
、
社
会
的
な
関
係
の
中
で
大
学
へ
の
支
持
・

支
援
を
拡
張
す
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

宗
教
文
化
研
究
所
設
立
時
に
行
っ
た
企
業
に
対
す
る
協
力
要
請
活
動
、
中
部
地
方
を
国
際
交
流
の
拠
点
と
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ

た
「
国
際
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
金
」、
企
業
か
ら
の
支
援
に
負
う
奨
学
金
制
度
の
創
設
活
動
な
ど
に
関
す
る
資
料
も
、
大
学
と
名
古
屋

に
位
置
す
る
企
業
と
の
関
係
を
知
る
上
で
貴
重
な
情
報
で
あ
る
の
で
、
整
理
・
保
存
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
九
）　

個
人
情
報
の
保
存

　

学
園
史
料
室
に
は
、
書
簡
・
写
真
（
個
人
・
集
合
）
も
数
多
く
保
管
さ
れ
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
映
像
資
料
も
存
在
す
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
未
整
理
の
状
態
に
あ
る
。
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
保
存
の
観
点
か
ら
再
整
理
す
べ
き
と
考
え
る
。
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ヨハネス・ヒルシュマイヤーの業績

Ⅶ　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
可
能
性

　

こ
れ
ま
で
記
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
遺
し
た
「
業
績
」
は
、
研
究
者
・
教
育
者
・
修
道
者
と
い
う
三
つ
の
役

割
を
担
う
中
で
、
領
域
を
超
え
て
幅
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
の
業
績
は
、
あ
く
ま
で
も
研
究
業
績
に
限
っ
て
記
録

さ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
い
う
見
解
に
も
一
理
は
あ
る
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
場
合
は
、
上
記
三
つ
の
役
割
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
十

分
な
る
功
績
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、「
業
績
」
は
全
人
的
に
把
握
し
、
多
角
的
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

　

多
角
的
な
考
察
に
あ
た
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
資
料
を
統
合
し
、
一
部
署
で
一
括
保
存
・
管
理
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
多
大

の
人
力
・
時
間
・
予
算
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
現
行
の
保
管
態
勢
を
維
持
し
つ
つ
、W

eb

上
で
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
に
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ー
あ
る
い
は
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
て
い
く
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

資
料
は
、
概
ね
以
下
の
四
つ
の
方
向
に
存
在
し
て
い
る
。

　
　

①　

既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
書
籍
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
新
聞
・
雑
誌
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

　
　

②　

南
山
学
園
の
学
園
史
料
室
に
十
分
整
理
さ
れ
な
い
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料

　
　

③　

大
学
図
書
館
・
宗
教
文
化
研
究
所
な
ど
南
山
大
学
内
の
複
数
の
部
署
に
散
在
し
て
い
る
資
料

　
　

④　

テ
キ
ス
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
の
方
法
で
発
見
で
き
る
で
あ
ろ
う
新
資
料

　

当
面
の
作
業
は
、
学
園
史
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
の
再
分
類
を
端
緒
と
し
て
、
そ
の
後
の
工
程
を
計
画
す
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
行
っ
た
講
演
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
将
来
に
わ
た
る
日
本
の
社
会
・
経
済
に
関
す
る
論
点
が
数
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
経
営
史
の
論
考
は
、
企
業
の
経
営
倫
理
・
企
業
経
営
者
の
価
値
観
・
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
う
二
十
一
世
紀
課
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題
に
示
唆
を
与
え
る
内
容
に
溢
れ
て
い
る
。「
精
神
的
価
値
の
回
復
」と
い
う
人
間
的
課
題
の
解
決
方
向
を
探
ろ
う
と
す
る
時
、ヒ
ル
シ
ュ

マ
イ
ヤ
ー
の
遺
し
た
業
績
に
触
れ
、
そ
の
意
義
を
再
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

謝
辞
：
ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
先
生
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
由
井
常
彦
先
生
、
ま
た
本
稿
執
筆

に
と
り
か
か
る
に
あ
た
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
東
京
大
学
経
済
学
部
和
田
一
夫
先
生
、
南
山
大
学
宗
教
文
化
研
究
所Jam

es W
. H

eisig

先
生
、
経
営
学
部
村
本
正
生
先
生
、
経
済
学
部
川
崎
勝
先
生
、
大
学
図
書
館
栗
山
義
久
課
長
、
そ
し
て
学
園
史
料
室
、
大
学
史
料
室
、

学
長
室
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



93

be possible to reorganize his achievements into a virtual ‘Hischmeier’s Archive’ 

according to the following four directions:

1) Professional research results and peer reviews in the discipline of History of 

Japanese Management 

2) Creation of basic philosophy for education and educational institutions

3) Idea generation and agenda setting in the process of giving numerous lectures 

4) Essay writing to criticize the society and culture of current Japan
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Insights into Multidirectional Achievements of
Johannes Hirschmeier (1921-1983)

HIROSE Toru

Abstract

　The late Johannes Hirschmeier worked as President of Nanzan University from 

1972 to 1983 and was a capable researcher (Doctor), an earnest educator (President) 

and a respectable monastic priest (Father). He achieved the historical and remarkable 

works in each of the above three roles. Therefore a holistic approach is necessary 

to grasp the whole aspect of his distinguished activities. This thesis is a preliminary 

study to collect, retrieve, classify the records of those achievements. 

　Nanzan Gakuen and Nanzan University has stored the basic information and the 

various data concerning the life and history of Hirschmeier.

　The most important data have been retrieved in Historical Record Section in 

NanzanGakuen. The original data are arranged in 13 file boxes and classified into the 

two categories of ‘Drafts’ and ‘Out-of-University Activities’. The hand-written drafts 

of theses and essays, the agenda of his lectures and the thoroughly-prepared drafts of 

‘Hominus Dignitas’ of 1979 version are contained in ‘Drafts’ files. The files of ‘Out-

of-University Activities’ are full of information on his engagement with the Japanese 

and Nagoya society. There is another file titled ‘AKADEMISCHE  AKTIV’ that 

could inform us of a perfect list of Hirschmeier’s lectures and writings.

　His collection of books that are stored in the University Library’s Miyake-Bunko 

and Institute for Religion and Culture need to be cataloged and rearranged. The oral 

histories of his acquaintances could be collected to understand his personality.

　Based on the successive study of the above information resources, it might 




